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要 旨
国の「新型インフルエンザウイルス系統保存事業」に参加して，ブタおよびヒトについてインフ

ルエンザウイルスの調査を行った．

１．ブタの鼻腔ぬぐい液 検体について 細胞を用いウイルス分離を行ったがすべて陰性で85 MDCK

あった．

２．ヒトについては，市内小学校におけるインフルエンザ集団発生や福岡県結核・感染症発生動向

調査事業で採取された咽頭ぬぐい液・うがい液より 細胞を用いてウイルス分離を行ったMDCK

ところ，インフルエンザ 型および 型が分離された．分離された 型の 抗原は ( )型A B A HA A H1

と ( )型のみであり，危惧されている ( )型などの新型インフルエンザウイルスは分離されA H3 A H5

なかった．
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Ⅰ は じ め に

インフルエンザは地球上に最も広く分布する人獣共通

感染症であり ，毎年大規模な流行を繰り返している．1）

特に 年のスペインかぜ( )， 年のアジ1918 H1N1 1957

アかぜ( )， 年の香港かぜ( )， 年のH2N2 1968 H3N2 1977

ソ連かぜ( )等の新型インフルエンザウイルス出現H1N1

時には膨大な数の死者を記録した ．2）

国ではインフルエンザ対策の一環として「新型インフ
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ルエンザウイルス系統保存事業」を実施しており，当研

究所は 年度から本事業に参加し ，今年度もブタ1999 3,4）

およびヒトを対象に実施したので報告する．

Ⅱ 材料および方法

１．ブタ
2002 1 2002 3 3 85年 月から 年 月までの間に 回，計

検体のブタ鼻腔ぬぐい液を採取しウイルス分離を試み

た．ぬぐい液は福岡市と畜場でと殺直後のブタの鼻腔に

綿棒を挿入し採取した．鼻腔ぬぐい液は既報 に準じて3）

処理を行い， 細胞へ接種し， 代まで継代培養しMDCK 3

た．

２．ヒト
福岡市内の集団発生や福岡県結核・感染症発生動向調
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査事業の定点で採取された咽頭ぬぐい液またはうがい液

について調査を行った．ウイルス分離にはブタと同様

細胞を用い，同定は日本インフルエンザセンタMDCK

ー配布のフェレット感染抗血清（ ，A/Moscow/13/98

， ，A / N e w C a l e d o n i a / 2 0 / 9 9 A / P a n a m a / 2 0 0 7 / 9 9

， ）を用いた 試験B/Johannesburg/5/99 B/Akita/27/2001 HI

で行った ．また，同抗血清で同定出来なかった１株に5）

「 」（ ）ついてはインフル ・ -クイック 生研 デンカ生研A B

および - 法 で同定を行った．RT PCR 6）

Ⅲ 結果および考察

ブタの鼻腔ぬぐい液 検体はいずれも陰性であっ85

た．

A H1 A H3 Bヒトからはインフルエンザ ( )型， ( )型，

型ウイルスが分離された．分離された 型のA

( )抗原は 型と 型のみで，危惧さHemagglutinin HA H1 H3

れている ( )型等の新型インフルエンザウイルスはA H5

分離されなかった．

A H3 MDCKまた，ヒトから分離された ( )型の中に，

細胞で を示すが，4代まで継代培養しても 価がCPE HA

上がらないものが1株あった．この株は ・ -クイックA B

「生研」を実施したところ 型であることがわかり，A

さらに - 法により ( )型であることがわかっRT PCR A H3

た．

今回は 抗原に対する抗原解析のみを実施した．しHA

かし，国立感染症情報センターインターネットホームペ

ージの「外国情報」によると今シーズンにカナダ，エジ

プト，フランス，インド，イスラエル，ラトビア，マレ

ーシア，オマーン，シンガポール，英国，米国でヒトか

ら （ ）型が分離されており，新型インフルエンA H1N2

Neuraminidaseザウイルス出現の危険性がある現在では，

( )抗原の解析も必要であると思われた．NA

この調査は シーズンより開始しているが，1999/2000

ブタからインフルエンザウイルスは分離されておらず

，福岡近郊のブタにおいてインフルエンザの大きな流3,4）

行はなかったと推察された．

インフルエンザウイルスはカモ，家禽，ブタ，ウマ，

アザラシ，クジラ，ミンク等に広く分布している．特に

ヒトと密接な関わりを持つ家禽・ブタは重要で，中でも

ブタは新型インフルエンザウイルス出現の担い手となっ

ている．すなわち，ヒト由来ウイルスとトリ由来ウイル

スとの遺伝子再集合体（新型インフルエンザウイルス）

はブタの中で作り出されているのは明らかである ．7）

インフルエンザによる健康被害が多大であることなど

から治療薬についても研究が重ねられ， 年から塩1998

酸アマンタジン， 年には 阻害剤が保険適用に2001 NA

しかなり，臨床の現場で多く用いられるようになった．

し，塩酸アマンタジンの使用は薬剤耐性株出現の危険性

があるとともに ，新型インフルエンザウイルスが猛8,9）

威をふるったときこれらの治療薬がどのくらい患者に行

き渡り，どの程度新型インフルエンザに効果を示すかは

まだ未知であり，多大な健康被害を想定しておく必要が

あると考える．

これらのことからも動物由来，特にブタのインフルエ

ンザウイルスを調査し，その抗原解析ならびに遺伝子学

的研究をすすめ，新型インフルエンザ出現時におけるワ

クチン等の対策などを講じておくことが必要である．ま

た，これらのウイルス株を国のレベルで解析，保存し新

型インフルエンザ出現に備えておくことも重要であると

考える．
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